


  PMD 患者は成長期といわれる 10 年を病棟という狭あいな生活空間で、しか

も病状の進行を自覚し、人の介助を受け、友の死を体験しながら青年期を迎え

てきている。このような成長過程は彼らの人格形成、なかでも情緒的側面に多

大な影響を及ぼしていると思われる。そこで彼らの情緒的側面の特性を探リ、

生活指導の一助とする。


